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要旨
言語聴覚学科は，学生に対する臨床教育を目的に，2009 年 3 月に「きこえとことばの相談室」（以下 :
相談室）を開設した．2009 年 3 月の開設から 2014 年 10 月末までの相談室の活動実績は，新規数：63 名，














の 2009 年 3 月に「きこえとことばの相談室」（以
下 : 相談室）が 3 号館 4 階の観察室を利用して











































































担当 : 藤原教授の 2 名でスタートした．
　3．業務内容
1）臨床
2009 年 3 月から細々と臨床を開始した．最
初のケースは，根洗学園，実習病院からの紹介
であった．2009 年 3 月から 2014 年 10 月末ま
でのケース数は，新規数 63 名，継続数 53 名．
継続しなかった 10 名の内訳は，初回評価のみ
で終了 4 名，他機関紹介 1 名，その他 5 名であっ
た．総臨床件数は，612 件．臨床実数は，100
～ 120 件で定着している．新規件数も毎年 10
名程度である．
言語障害別来室者実数は，言語発達障害が
32 名と一番多く，次いで吃音 25 名，機能性構
音障害 5 名，難聴 1 名であった．年齢は，難聴
の 1 歳 4 カ月．吃音は，4 歳～ 44 歳．発達障
害児では，2 歳～ 9 歳と対象障害により異なる．
紹介先は，近隣の 知的障害児通園施設根洗
学園（以下：根洗学園）18 名，聖隷関連施設
































































































































2）医学通信社編集部 : 診療点数早見表 2008 年
4 月／ 2009 年 4 月増補版．2009
3）足立さつき，松野史恵，柴田貞雄：「敬心ク
リニック業務報告」学校法人敬心学園，日
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Abstract
In the Division of Speech-Language-Hearing Therapy, we established an outpatient counseling 
room for hearing and language therapy in March of 2009 with the aim of providing clinical 
education for the students. From March 2009 to end of October 2014, the total numbers of 
counselings amounted 612 cases (63 new cases, 53 follow-up cases). The number of clinical cases 
was stable, between 100 and 120. Although it had little therapeutic impact, which was its original 
purpose, it has been contributing to education and research work. We expect it to expand to 
include disorders of speech-language-hearing therapy such as aphasia, etc., and as a part of the 
educational and regional contribution.
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